
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

笑顔であいさつ 
   ～西郷小学校の３つのじまん その1～ 

 
登校時間の子どもたちは、笑顔であいさつをします。大きな声で「おはようございます！」

１学期始めということもあり、多くの保護者の方々も一緒に登校してくださいました。（現在
もその姿は多く見られます。ありがとうございます。） 
低学年の子どもたちは、レスポンスがよく、本当に元気いっぱいのあいさつを返してくれま

す。おかげで、地域の方や保護者の方の見守り活動にも熱が入るようです。また、高学年にな
ればなるほど、元気さだけではない、落ち着いたあいさつも多くなります。会釈をしながらの
あいさつや「（低学年の面倒をみてくれて）ありがとうね。」の声掛けに応じて「はーい」など、
様々にあいさつを返してくれます。朝のひと時がすがすがしい気持ちで溢れています。 
そんな子どもたちの周りには、「おはようございます。」とあいさつをすると、「おはようご

ざいます！」「ありがとうございます。」「お世話になります。」などのあいさつを返してくださ
る地域の方や保護者の方の姿があります。大人同士があいさつする姿は子どもたちにとって、
憧れるかかわりであり、よいお手本となります。 
きっとこの朝の風景は、これまで地域の方々も含めた、西郷小校区の皆さん（当然、児童も

保護者も、先生方も含んでいます。）の取組の成果であると同時に、ごくごく当たり前の日常
になっているのだろうと感じています。 
子どもは、我々大人の背中（姿）を見て、学んでいくものです。子どもの姿は、我々大人の

姿を映しているといってもよいと思います。 
だからこそ、私たち大人は姿を見せることで子どもたちとのかかわりをもち、さらに『のび

ゆく西郷っ子』となるよう、自分自身に磨きをかけていきたいと思います。このあいさつは、
子どもたちにも、自分たちの良さであることを自覚させて、自信につなげていきたいものです。 

校長  寺田 武義 
 

＝その他＝ 
４月２３日（日）に東京代々木で行われた 

「子どもの読書活動推進フォーラム」にて、 
「令和５年度子供の読書活動優秀実践校」と 
して文部科学大臣表彰を受けました。 
令和３・４年度に実践された活動が認めら 

れての受賞です。今後も、子どもたちが読書 
活動への意欲・関心を高めるよう取り組んで 
いきたいと思います。 
 

岐阜市立西郷小学校だより  令和５年４月２８日 №２    

やさしく かしこく 

たくましく 

のびゆく西郷っ子 

【１年 初めての小学校の給食】      【６年 学年立会演説会】     【１年生と６年生でもくもくそうじ】          



≪５月事予定≫  
  曜 朝の活動 主な行事 (※現在の予定ですので、変更になることもあります)    

1 月 学級 5時間授業 

2 火 学習／運A 5時間授業 

3 水  憲法記念日 

4 木  みどりの日 

5 金  こどもの日 

6 土   

7 日   

8 月 心のアンケート  

 9 火 相談／運 A 耳鼻科検診（5年・4年・6年の抽出の人）生活リズムチェック（～11日） 

10 水 相談／運 B クラブ①（計画） 検尿 

11 木 相談 1年生を迎える会 

12 金 読書 読み聞かせ（ひ．１～４年） 耳鼻科健診（2年、1、3年の抽出） ゆめ学の取組（～18日） 

13 土  土曜授業① 引き渡し訓練 ＊お弁当の準備をお願いします。 

14 日   

15 月  振替休業日 

16 火 学習／運 A 心電図検診（１.４年） 

17 水 学習／運B 歯科検診(全校9:00～) 委員会③ 

18 木  なかよし はじめましての会 内科健診（２.5年 14:30～） 

19 金 学習 授業参観① 学級懇談会 ＰＴＡ総会 

20 土   

21 日   

22 月 学級 １年生を迎える会予備日 

23 火 学習／運A スポーツテスト 

24 水 学習／運B クラブ② 掃除について考える日  

25 木 学習 スポーツテスト予備日 

26 金 読書 読み聞かせ ５.６年 プール掃除  

27 土   

28 日   

29 月 学級 プール掃除予備日 

30 火 学習／運A さつまいもの苗植え1年 交通安全教室4年 校外学習6年  

31 水 学習／運B 委員会④ 

   運動 A(1.5.6 年) 運動 B（2.3.4 年） 

 

【車での児童の送迎についてのお願い】 

朝の登校時、けが等でお子さんを車で送ってこられた場合は、「東門の横断歩道付近」「北門から入って西

側」などでの乗り降りはご遠慮ください。「児童と車との接触」「車同士の接触」などヒヤリとする場面も発

生しています。児童の安全のためにもご理解とご協力をお願いします。 

（なお、けが等の事情がない時は、お子さんの健康づくりと体力づくりの面からも、できるだけ徒歩での通

学をお願いします。） 


